
札幌市及び全国における男女別結婚する

男　 　　　　女

ことの利点の内容割合　　　　　　　　
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男女、年齢階級別「一生結婚するつもり
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独身生活の利点の内容割合　　

　　　　女男　

0

20

40

60

80

100

行
動
や
生
き
方

が
自
由

金
銭
的
に
裕
福

家
族
扶
養
の
責
任

が
無
く
気
楽

0

20

40

60

80

100

行
動
や
生
き
方

が
自
由

金
銭
的
に
裕
福

家
族
扶
養
の
責
任

が
無
く
気
楽

（％）（％）
札幌市 全国札幌市 全国

      札幌市及び全国の女性の希望する
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独身でいる最大の理由では、男女とも「適当な相
手にめぐり会わない」が最も高い。全国と比べると
「結婚資金が足りない」で全国を上回り、男性でそ
の差は顕著になっている。

「一生結婚するつもりがない」と回答した独身者
は、男女とも全国を上回る。
特に、男性の25～34歳、女性の30～34歳で差は

大きい。

「さっぽろ未来創生プラン」策定に関する意識調査結果概要 １ 結婚及び出産・育児に関する意識調査 札幌市

「１年以内に結婚するとした場合に障害がある」と
回答した独身者を男女別にみると、男性は６割を
超える。
正規・非正規別にみると、非正規は正規を上回り

５割以上が障害があると回答。

独身生活の利点は、男女とも「行動や生き方が
自由」が最も高い。
全国と比べると、男女とも「行動や生き方が自由」

や「家族扶養の責任が無く気楽」が上回っている。

結婚への最大の障害の具体的な内容では、男女
とも「結婚後の生活を維持していくための資金」が
最も高い。また、男性では、「非正規で雇用が不安
定」なことも結婚の障害となっている。

（２）－２ 独身生活の利点

（４）－２ 男女別結婚への障害の内容

（２）－１ 独身でいる理由

結婚の利点があると考えていると回答した独身
者の利点の内容を全国と比べると、男女とも「経済
的に余裕が持てる」が全国を大きく上回る。また、
女性では、「自分の子どもや家族が持てる」が全国
を下回っている。

結婚の利点があると考えていると回答した独身
者は、女性に比べて男性が低い。
全国と比べると、男女とも全国を大きく下回って

いる。

（２）－３ 結婚の利点（１） 結婚に対する意欲

女性が希望するライフコースを全国と比べると、
理想・実際とも非婚就業継続やＤＩＮＫＳの子どもを
持たないで就業する人生や子どもをもっても就業し
ない専業主婦で全国を上回っている。

（２）－４ 結婚の利点があると考えている内容

独身の理由・結婚の利点－つづき－

（４）－１ 結婚への障害（３）女性のライフコース

男 女

25～39歳の男女別結婚への最大の障害の割合
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正規・非正規別予定子ども数
の人数別割合      　　　　
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夫婦が実際に持つつもりの子ども数（予定子ども
数）は、札幌市は1.87人で、全国の2.07人を下回る。
予定子ども数の人数別割合を全国と比べると、２

人が10ポイント以上下回っている。

夫婦の最終的な平均出生子ども数である完結子
ども数は、札幌市は1.44人で、全国の1.96人を大き
く下回る。
完結出生児数の人数別割合を全国と比べると、

２～３人で大きく下回っている。

予定子ども数は、学歴による差はほとんどみられ
ない。一方、実際にいる子ども数は、「大学・大学
院」はその他の学歴に比べて少ない。

（６）－４ 最終学歴別予定子ども数

「生涯独身で過ごすことは望ましくない」との考え方
に「反対」と考えている女性の割合は、独身では札幌
市は全国を上回る。

「結婚したら子どもを持つべきだ」との考えに「反対」
と考えている女性の割合は、独身、離婚とも全国を大
幅に上回る。

（９）－１ 生涯独身についての考え方

（９）－２ 子どもに対する考え方

（６）－１ 予定子ども数

夫が非正規の妻の予定子ども数は、1.6人程度で
正規と比べて0.3人少なく、夫が非正規の既婚女性
は、予定する子どもの数は少ない。

既婚女性の予定子ども数は、夫の年収が200万
円以上は２人前後、200万円未満は1.5人前後で、
既婚女性が欲しいと考える子どもの数は、夫の年
収200万円を境に大きく異なる。

（６）－２ 夫の収入からみた予定子ども数 （６）－３ 夫の雇用形態からみた予定子ども数（５） 完結出生児数

育児に対しての不安・苦労の内容は、男性では
「経済的負担が大きい」が最も高く、女性では、「精
神的負担が大きい」が最も高く、次いで、「体力的
負担が大きい」、「経済的負担が大きい」、「自分の
ことをする時間がない」などが続いている。

予定する子どもを結果的に実現できない場合の
理由としては、「収入が不安定なこと」が最も高く、
次いで、「年齢や健康上の理由」が続いている。
全国と比べると、「収入が不安定なこと」は全国を

大幅に上回っている。

夫婦の出生力 子ども数についての考え方

「さっぽろ未来創生プラン」策定に関する意識調査結果概要 ２ 出産・育児に関する意識調査 札幌市

札幌市及び全国の女性の出生
子ども数の人数別割合      
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（７） 予定子ども数を実現出来ない理由 （８） 育児に対する不安・苦労

結婚・家族に関する妻の意識育児に対する考え方予定子ども数を実現できない場合の理由子ども数についての考え方－つづき－

実現できない場合の理由別割合　　　　
札幌市及び全国の女性の予定子ども数を
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　どのように取り組むべきか　　　　
　札幌市は人口減少問題に

人口減少問題に取り組む
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「さっぽろ未来創生プラン」策定に関する意識調査結果概要 ３ 社会移動および人口減少に関する意識調査 札幌市

転出入理由

（10）－１ 転出理由

５年以内に転出の可能性がある場合の転出理由
は「転勤」が突出して高く、５割を超えている。

現在の居住地に満足していると全体の９割近くが回答。満足している理由として主なものは、「買い物環境が
整っているなど日常生活が充実しているから」、「家族が近くに住んでいるから」、「通勤・通学の交通の便がい
いから」などとなっている。

札幌市以外からの引っ越しの理由は「転勤」が３
分の１を超えて最も高い。

現在の居住地の満足している理由

（10）－２ 転入理由 （11） 現在の居住地の満足度

人口減少への市民意識

「非常に不安」、「まあまあ不安」が全体の５割を
占める。

「すぐに取り組むべき」が５割以上を占め、「次世
代のために徐々に取り組むべき」を含めると９割以
上を占める。

（12）－１ 人口減少が進むことへの将来の不安 （12）－２ 人口減少問題への取り組み

札幌市において人口減少が
進むことへの将来の不安　

まあまあ
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（12）－３ 人口減少に対応するために札幌市において必要だと考える取組

人口減少に対応するために札幌市において必要だと考える取組をみると、「正規雇用化の推進などの雇用対
策」が最も高く、以下、「若い世代の就職支援」、「結婚、妊娠、出産、子育ての切れ目のない支援」等が続いて
いる。

人口減少に対応するために札幌市において必要だと考える取組別割合
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学生数の割合　　　　　　　　　
文系・理系、男女、希望就職地別

（％）
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0 10 20 30 40 50

元々道外出身であるため、

自分の出身地やその近くで

就職したいから

地元企業には、賃金や雇用の

安定性など条件面で希望にあう

企業が少ないから

道外の方が、プライベートが

充実しそうだから

競争が厳しいながらも、自分が

成長できる環境で働きたいから

自分の専門分野や技能を活かせる

仕事につきたいから

地元企業には、自分のやりたい

仕事が見つからないから

文系

理系

（％）

就職に関する希望

文系では、男女とも「市内」を就職地として希望す
る者の割合は７割近くとなっている。一方、理系は、
「市内」または「札幌市以外の道内」を希望する割
合は、女性が７割、男性でも６割近く。

希望する業種を産業別にみると、「情報通信業」、
「卸売業、小売業」、「公務」などが高い。
市内・市外別にみて、市外の割合が高い業種は、

「製造業」、「学術研究、専門・技術サービス業」。

（13）－３ 希望する業種（産業）

地元企業への就職

地元企業への就職に関する必要
な情報が「十分に提供されている
と感じる」ものは、２割以下。

地元企業の情報入手手段として重視（「特に重視」と「やや重視」の合
計）している項目として、「大学内での企業説明会」、「就職支援サイトの
情報」、「民間企業や自治体が主催する合同説明会」をあげている。

（14）－２ 就職に関する必要な情報 （14）－４ 情報入手手段として重視する項目

地元企業について知りたいことでは、「賃金や
福利厚生などの雇用条件」、「企業の社風や働く
人の雰囲気」、「企業の概要や社員の仕事内容」
などで高くなっている。

（14）－３ 地元企業について知りたいこと

道外での勤務を予定する理由は、理系では、
「自分の専門分野や技能を活かせる仕事につきた
いから」、「地元企業には、自分のやりたい仕事が
みつからないから」で高くなっている。

地元企業を有力な対象（「極めて有力な対象先」
及び「有力な対象先」の合計）と考えているものは５
割近く。文系・理系別にみると、文系は５割を超えて
いるのに対し、理系では４割にとどまっている。

（14）－１ 就職への考え

就職選定の際に重視（特に重視とやや重視の合
計）している項目として、「企業等の組織の雰囲気
や社風が自分にあっていること」や「賃金が高い、
または福利厚生が充実していること」をあげている。

「さっぽろ未来創生プラン」策定に関する意識調査結果概要 ４ 地元就職促進施策検討調査 札幌市

（13）－２ 道外での勤務を予定する理由（13）－１ 希望就職地 （13）－４ 就職先選定時に重視すること

希望勤務地別主な就職を希望する業種の割合

0 5 10 15 20

学術研究、専門・技術ｻｰﾋﾞｽ業

生活関連サービス業、娯楽業

医療、福祉

電気・ガス・熱供給・水道業

金融業、保険業

建設業

製造業

公務

卸売業、小売業

情報通信業

市内

市外

（％）

就職先選定の際に重視すること

0 20 40 60 80 100

企業等に知り合いや先輩がいる

グローバルな仕事ができる

家族や指導教授の勧め

企業等に知名度がある、

または企業規模が大きい

家族や知人が近くに

住む地域である

大学で学んだ

専門分野が活かされる

転勤がない、または少ない

やりたい仕事ができる

チャンスに恵まれている

企業等に成長性や将来性がある

仕事とﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄを両立できる

賃金が高い、または福利厚生

が充実している

企業等の組織の雰囲気や

社風が自分にあっている

（％）

特に

重視

やや

重視

あまり

重視

しない

全く

重視

しない

不明

文系・理系別地元企業に対する

就職への考え方別割合　　　　

19.3

33.0

21.4

22.0

37.0

32.4

7.4

5.0

0 20 40 60 80 100

理系

文系

（％）

7.5

14.9

極めて有力な対象先 有力な対象先

対象先の一つ 対象先として有力ではない

対象先ではない

地元企業について知りたいこと

0 10 20 30 40 50 60

その他

入社後の研修

社員のキャリアプラン

求める人物像

若手社員の定着状況

地元で働くことの魅力

採用の選考方法・選考基準

仕事のやりがい

企業の将来性や今後の事業展開

企業の概要や社員の仕事内容

企業の社風や働く人の雰囲気

賃金や福利厚生などの雇用条件

（％）

地元企業の情報入手手段として何を重視するか

0 20 40 60 80 100

ﾊﾛｰﾜｰｸやｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪ等の公的機関の就職支援窓口

家族や知人からの情報

学生有志による就職支援組織による企業説明会

地元企業見学ツアー

大学の指導教員や就職支援担当者の勧め

地元企業へのインターンシップ

大学ＯＢ、ＯＧからの情報

地元企業のホームページやＳＮＳ

大学の就職支援担当部署からの求人提供

民間企業や自治体が主催する合同説明会

就職支援サイトの情報

大学内での企業説明会

（％）

特に重視 やや重視 あまり重視しない 全く重視しない 不明


